
回数

２回

１回

１回

１期
追加 １回

生後2か月以上60か月（5歳）に
至るまでの間にある者

＊接種開始年齢によって
接種の回数や方法が異なります。

生後2か月以上60か月（5歳）
に至るまでの間にある者

＊接種開始年齢によって
接種の回数や方法が異なります。

接種開始が
生後2か月～7か月に至るまで

接種開始が
生後7か月～12か月に至るまで

接種開始が
1歳～2歳に至るまで

接種開始が
2歳～5歳に至るまで

接種開始が
生後2か月～7か月
に至るまで

接種開始が
生後7か月～12か月
に至るまで

接種開始が
1歳～5歳に至るまで

定期の予防接種

生後3か月～12か月
１期
初回 ３回

初回接種後
12～18か月

生後2か月から12か月
に至るまでの間にある者 ３回生後２～9か月に至るまで

27日以上の間隔をおいて2回接種した後、第1回目の注射から139
日以上の間隔をおいて1回接種

１期初回：２０日以上の間隔で３回接種
１期追加：１期初回（３回）終了後、６か月以上の間隔をおいて
　　　　　１回接種

初回：生後１２か月に至るまでの間に２７日以上(医師が必要と認め
　　　る場合は２０日）の間隔で２回接種
追加：初回終了後、７か月以上の間隔をおいて、１回接種

１回接種

初回：生後１２か月に至るまでの間に２７日以上(医師が必要と認め
　　　る場合は２０日）の間隔で３回接種
追加：初回終了後、７か月以上の間隔をおいて、１回接種

１回接種

６０日以上の間隔で２回接種

初回：生後２４か月に至るまでの間に２７日以上の間隔で２回接種
追加：初回終了後、生後１２か月に至った日以降に６０日以上の間
　　　隔で１回接種

初回：生後２４か月に至るまでの間に２７日以上の間隔で３回接種
追加：初回終了後、生後１２か月に至った日以降に６０日以上の間
　　　隔で1回接種

接種名
対象年齢

（無料で受けられる年齢）
標準的な接種年齢

小児の
肺炎球菌

４回

３回

３回

生後3か月から90か月（7歳半）
に至るまでの間にある者

インフルエン
ザ菌ｂ型
（Ｈｉｂ）

４回

４種混合
（ジフテリア・百日せき・

破傷風・不活化ポリオ）

単独不活化
ポリオ

接種間隔

Ｂ型肝炎



回数

１期 １回

２回

１回

１回

日本脳炎

水痘
（みずぼうそう）

接種名 標準的な接種年齢

９歳以上１３歳未満の者

定期の予防接種

１歳から２歳に至るまでの間にある者

２期
５歳以上７歳未満の者であって、小学校入学前1年間
Ｈ２２.４.２～Ｈ２３.４.１生まれの方が、Ｈ２８.４.１～Ｈ２９.３.
３１の期間に接種する。

１回

対象年齢
（無料で受けられる年齢）

直接ＢＣＧ接種

麻しん風しん混合ワクチンを接種

１期初回：６日以上の間隔で２回接種
１期追加：１期初回(２回）終了後、６か月以上の間隔をおいて
　　　　　１回接種
２期：追加免疫として１回接種

3か月以上の間隔で２回接種
1歳から３歳に至るまでの幼児

２回

ＭＲ
(麻しん・風しん）

方法・内容など

１期初回

１期追加

３歳

ＢＣＧ 生後１歳に至るまでの間にある者 生後5～8か月 １回

２種混合
（ジフテリア・破傷風）

１１歳以上１３歳未満 １１歳 １回

子宮頸がん
（ヒトパピローマ

ウイルス）

３回

１回接種

2価：1か月以上の間隔で2回接種後、1回目の接種から5か月以上
か
　　　つ2回目の接種から2か月半以上の間隔で1回接種
4価：1か月以上の間隔で2回接種後、3か月以上の間隔で1回接種

小学校6年生～高校1年生相当の女子
（平成13年4月2日生まれ～平成18年4月1日生まれ）

４歳

９歳２期

※日本脳炎については、積極的な勧奨差し控えにより乳幼児期に規定の回数を受けられなかった平成8年4月2日生まれ～平成19年4月1日生まれの人は、20
歳未満までに接種を完了できるよう特例措置がとられています。また、平成19年4月2日生まれ～平成21年10月1日生まれの人に対しても、第1期(3回)の不
足分を9～13歳の間に定期接種として接種を完了できるよう特例措置がとられています。

※子宮頸がん予防ワクチンについては、平成25年6月14日から、積極的な接種勧奨を差し控えています。今後の接種については厚生労働省で継続審議中で
す。

生後６か月から９０か月（７歳半）
に至るまでの間にある者



回数

２回

３回

回数

平成２８年度にワクチンの供給量不
足により接種できなかった方に対す
る救済措置です。

平成２８年度ワクチン不足により、定期のＭＲワクチンを接種することができなかった方へ

　MR（特例）は平成２８年度にワクチン不足により接種することができなかった方を対象としており、自己負担はありません。平成２９年度
のみの特例措置です。

接種名 助成対象年齢 補助額 その他

ＭＲ
（麻しん・風しん）

特例

1回目
定期の期間にＭＲ１期を接種することができなかっ
た平成27年4月2日～平成28年4月1日生まれの者

自己負担なし 1回

2回目
定期の期間にＭＲ２期を接種することができなかっ
た小学校１年生
（平成22年4月2日～平成23年4月1日生

自己負担なし 1回

2回目

1価

５価

方法・内容など

1回接種

４週以上の間隔で２回経口接種

1回接種

４週以上の間隔で３回経口接種

1回

1回

１歳以上２歳に至るまでの間にあり、現在及び過去
において流行性耳下腺炎にかかっていない者

5～7歳に至るまでの間にある者（小学校入学前の1
年間で、いわゆる幼稚園等の年長児）

生後６週～２４週

生後６週～３２週

１回につき
２，５００円

補助額

１回につき
２，５００円

1回につき　１０，５００円

1回につき　７，０００円

助成対象年齢

任意の予防接種

　国富町は、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）ワクチン・ロタウイルスワクチンの接種費用について、一部助成を行っています。窓口でお支払
いいただく自己負担額は、医療機関によって異なりますので、各医療機関にお問い合わせください。

接種名

1回目

流行性耳下腺炎
（おたふくかぜ）

ロタウイルス


